
(57)【要約】

【課題】充填室内のグリースを有効に利用して潤滑寿命

を延ばすことができるグリース充填構造及び軸受蓋を提

供する。

【解決手段】環状充填室１２ｄは、軸受の外輪と内輪と

の間の間隙部に沿って形成された部分である。外側充填

室１２ｅは、環状充填室１２ｄの外側に拡大して形成さ

れた部分である。外側充填室１２ｅは、環状充填室１２

ｄに沿って形成されており、抑え部１２ｆが形成された

部分を除きこの環状充填室１２ｄの略全周でこの環状充

填室１２ｄと結合する。このため、外側充填室１２ｅと

環状充填室１２ｄとが接する面積が増大するため、グリ

ース基油の移動が活発になって充填室１２ａ内のグリー

スの総量を有効に使うことができる。その結果、軸受の

潤滑寿命を延ばすことができるとともに、グリースの交

換時期が延長するためメンテナンス作業などを減らすこ

とができる。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
軸 受 を 潤 滑 す る た め の グ リ ー ス を 充 填 す る 充 填 室 を 備 え る グ リ ー ス 充 填 構 造 で あ っ て 、
前 記 充 填 室 は 、
前 記 軸 受 の 外 輪 と 内 輪 と の 間 の 間 隙 部 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 環 状 充 填 室 と 、
前 記 環 状 充 填 室 の 外 側 に 拡 大 し て 形 成 さ れ た 外 側 充 填 室 と を 有 し 、
前 記 環 状 充 填 室 及 び 前 記 外 側 充 填 室 は 、 前 記 軸 受 の 端 面 側 に 開 口 部 を 有 し 、
前 記 外 側 充 填 室 は 、 前 記 環 状 充 填 室 に 沿 っ て 形 成 さ れ て お り 、 こ の 環 状 充 填 室 の 略 全 周 で
こ の 環 状 充 填 室 と 結 合 す る こ と 、
を 特 徴 と す る グ リ ー ス 充 填 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の グ リ ー ス 充 填 構 造 に お い て 、
前 記 外 側 充 填 室 の 外 径 は 、 前 記 外 輪 の 外 径 よ り も 大 き く 形 成 さ れ て お り 、
前 記 充 填 室 は 、 前 記 外 輪 の 端 面 を 抑 え る 抑 え 部 を 有 す る こ と 、
を 特 徴 と す る グ リ ー ス 充 填 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の グ リ ー ス 充 填 構 造 に お い て 、
前 記 抑 え 部 は 、 前 記 外 側 充 填 室 を 複 数 の 領 域 に 区 画 す る よ う に 、 こ の 外 側 充 填 室 の 周 方 向
に 間 隔 を あ け て 複 数 形 成 さ れ て い る こ と 、
を 特 徴 と す る グ リ ー ス 充 填 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の グ リ ー ス 充 填 構 造 に お い て 、
前 記 抑 え 部 は 、 前 記 環 状 充 填 室 と 前 記 外 側 充 填 室 と の 境 界 に 沿 っ て 、 こ の 外 側 充 填 室 の 周
方 向 に 間 隔 を あ け て 複 数 形 成 さ れ て い る こ と 、
を 特 徴 と す る グ リ ー ス 充 填 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の グ リ ー ス 充 填 構 造 に お い て 、
前 記 充 填 室 は 、 前 記 環 状 充 填 室 と 前 記 外 側 充 填 室 と が 結 合 す る 結 合 部 分 が 略 同 一 の 幅 と 深
さ で 形 成 さ れ て い る こ と 、
を 特 徴 と す る グ リ ー ス 充 填 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
軸 受 の 端 面 に 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ る 軸 受 蓋 で あ っ て 、
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の グ リ ー ス 充 填 構 造 を 備 え る こ と 、
を 特 徴 と す る 軸 受 蓋 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 軸 受 を 潤 滑 す る た め の グ リ ー ス を 充 填 す る 充 填 室 を 備 え る グ リ ー ス 充 填 構 造
及 び 軸 受 の 端 面 に 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ る 軸 受 蓋 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 ７ は 、 従 来 の 軸 受 蓋 の 外 観 図 で あ り 、 図 ７ （ Ａ ） は 平 面 図 で あ り 、 図 ７ （ Ｂ ） は 図 ７ （
Ａ ） の Ｖ Ｉ Ｉ － Ｖ Ｉ Ｉ Ｂ 線 で 切 断 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
従 来 の 軸 受 蓋 １ １ ２ は 、 軸 受 の 端 面 に 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ る 部 材 で あ る 。 こ の 従 来 の 軸 受
蓋 １ １ ２ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 グ リ ー ス を 充 填 す る 充 填 室 １ １ ２ ａ と 、 回 転 軸 に 固 定 さ
れ た カ ラ ー と 嵌 合 す る 貫 通 孔 １ １ ２ ｂ と 、 こ の 軸 受 蓋 １ １ ２ を 軸 受 に 固 定 す る た め の ボ ル
ト を 挿 入 す る 貫 通 孔 １ １ ２ ｃ な ど を 備 え て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 充 填 室 １ １
２ ａ は 、 軸 受 の 外 輪 と 内 輪 と の 間 の 間 隙 部 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 環 状 充 填 室 １ １ ２ ｄ と 、 こ
の 環 状 充 填 室 １ １ ２ ｄ に 沿 っ て 形 成 さ れ て お り こ の 環 状 充 填 室 １ １ ２ ｄ の 一 部 と 結 合 す る
外 側 充 填 室 １ １ ２ ｅ と 、 軸 受 の 外 輪 の 端 面 を 抑 え る 抑 え 部 １ １ ２ ｆ と を 備 え て い る 、 こ の
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よ う な 従 来 の 軸 受 蓋 １ １ ２ で は 、 充 填 室 １ １ ２ ａ 内 に 封 入 す る グ リ ー ス の 量 が 多 い ほ ど 潤
滑 に 有 効 で あ る と 考 え ら れ る た め 、 環 状 充 填 室 １ １ ２ ｄ の 水 平 方 向 の 外 側 に 外 側 充 填 室 １
１ ２ ｅ を ２ つ 形 成 し て グ リ ー ス の 充 填 量 を 増 加 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 公 昭 ５ ２ － ２ ７ ２ ９ ２ 号 公 報 （ 第 ３ 頁 第 ５ 欄 第 ８ 行 目 ～ 第 ２ ５ 行 目 、 図 ４ 及 び 図 ８ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 来 の 軸 受 蓋 は 、 環 状 の 充 填 室 と 、 こ の 充 填 室 の 軸 受 側 側 面 に 形 成 さ れ 軸 受 の 端 面 を 抑 え
る 環 状 の 隔 壁 と 、 こ の 充 填 室 の 内 径 部 と 隔 壁 の 内 径 部 と の 間 に 形 成 さ れ た 開 口 部 と を 備 え
て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 ま た 、 従 来 の 軸 受 蓋 は 、 こ れ ら の 構 成 に 加 え て 、 充
填 室 を 円 周 方 向 に 複 数 の 部 屋 に 仕 切 る 仕 切 板 と を 備 え て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 ）
。 こ れ ら の 従 来 の 軸 受 蓋 で は 、 充 填 室 か ら 軸 受 内 に グ リ ー ス 基 油 が 円 滑 に 流 入 す る よ う に
、 充 填 室 の 一 部 又 は 全 部 で 軸 受 の 外 輪 の 内 径 に 対 し て 充 填 室 の 外 径 を 同 一 又 は 小 さ く 形 成
し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ８ － ２ １ ０ ３ ６ ２ 号 公 報 （ 第 ３ 頁 左 欄 第 ２ ２ 行 目 ～ 第 ２ ６ 行 目 、 図 ２ 及 び 図 ４ ）
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 ８ － ３ ３ ８ ４ ２ ６ 号 公 報 （ 第 ４ 頁 右 欄 第 １ ６ 行 目 ～ 第 ２ ５ 行 目 、 図 ４ ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 の 軸 受 蓋 で は 、 グ リ ー ス の 封 入 量 を 増 や す た め に 、 実 際 の 設 計 で は 充 填 室 の 深 さ 方 向
を 大 き く し た り 、 環 状 充 填 室 に 外 側 充 填 室 を 部 分 的 に 結 合 さ せ た り し て い る 。 し か し 、 充
填 室 の 深 さ 方 向 を 大 き く す る と 充 填 室 底 か ら 軸 受 ま で の 距 離 が 長 く な り 、 グ リ ー ス 基 油 が
円 滑 に 軸 受 に 到 達 し が た く な る と い う 問 題 が あ っ た 。 さ ら に 、 軸 受 蓋 の 大 き さ に は 実 際 の
設 計 上 の 制 約 が あ る た め 、 充 填 室 の 深 さ 方 向 を 大 き く し て 充 填 室 を 大 き く す る の に は 限 界
が あ っ た 。 一 方 、 従 来 の 軸 受 蓋 で は 、 充 填 室 の 一 部 又 は 全 部 で 軸 受 の 外 輪 内 径 に 対 し て 充
填 室 の 外 径 を 同 一 又 は 小 さ く 形 成 し な け れ ば な ら な い と い う 設 計 思 想 で あ り 、 こ の 設 計 思
想 に よ れ ば 充 填 室 を 大 き く す る の に は 限 界 が あ っ た 。 そ の 結 果 、 充 填 室 に 封 入 さ れ た グ リ
ー ス か ら グ リ ー ス 基 油 を 軸 受 に 長 時 間 供 給 す る こ と が で き ず 、 グ リ ー ス に よ る 潤 滑 寿 命 を
延 ば す こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 発 明 の 課 題 は 、 充 填 室 内 の グ リ ー ス を 有 効 に 利 用 し て 潤 滑 寿 命 を 延 ば す こ と が で き る
グ リ ー ス 充 填 構 造 及 び 軸 受 蓋 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 は 、 以 下 に 記 載 す る よ う な 解 決 手 段 に よ り 、 前 記 課 題 を 解 決 す る 。
な お 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に 対 応 す る 符 号 を 付 し て 説 明 す る が 、 こ の 実 施 形 態 に 限 定 す る
も の で は な い 。
請 求 項 １ の 発 明 は 、 軸 受 （ １ ０ ， １ １ ） を 潤 滑 す る た め の グ リ ー ス を 充 填 す る 充 填 室 （ １
２ ａ ， １ ３ ａ ） を 備 え る グ リ ー ス 充 填 構 造 で あ っ て 、 前 記 充 填 室 は 、 前 記 軸 受 の 外 輪 （ １
０ ｃ ， １ １ ｃ ） と 内 輪 （ １ ０ ｄ ， １ １ ｄ ） と の 間 の 間 隙 部 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 環 状 充 填 室
（ １ ２ ｄ ， １ ３ ｄ ） と 、 前 記 環 状 充 填 室 の 外 側 に 拡 大 し て 形 成 さ れ た 外 側 充 填 室 （ １ ２ ｅ
， １ ３ ｅ ） と を 有 し 、 前 記 環 状 充 填 室 及 び 前 記 外 側 充 填 室 は 、 前 記 軸 受 の 端 面 側 に 開 口 部
（ １ ２ ｇ ， １ ３ ｇ ） を 有 し 、 前 記 外 側 充 填 室 は 、 前 記 環 状 充 填 室 に 沿 っ て 形 成 さ れ て お り
、 こ の 環 状 充 填 室 の 略 全 周 で こ の 環 状 充 填 室 と 結 合 す る こ と を 特 徴 と す る グ リ ー ス 充 填 構
造 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の グ リ ー ス 充 填 構 造 に お い て 、 前 記 外 側 充 填 室 の 外 径
（ Ｒ １ 　 ） は 、 前 記 外 輪 の 外 径 （ Ｒ ２ 　 ） よ り も 大 き く 形 成 さ れ て お り 、 前 記 充 填 室 は 、
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前 記 外 輪 の 端 面 を 抑 え る 抑 え 部 （ １ ２ ｆ ， １ ３ ｆ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る グ リ ー ス 充
填 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の グ リ ー ス 充 填 構 造 に お い て 、 前 記 抑 え 部 は 、 前 記 外
側 充 填 室 を 複 数 の 領 域 （ Ａ １ 　 ～ Ａ ６ 　 ） に 区 画 す る よ う に 、 こ の 外 側 充 填 室 の 周 方 向 に
間 隔 を あ け て 複 数 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る グ リ ー ス 充 填 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の グ リ ー ス 充 填 構 造 に お い て 、 前 記 抑 え 部 は 、 前 記 環
状 充 填 室 と 前 記 外 側 充 填 室 と の 境 界 （ Ｌ ） に 沿 っ て 、 こ の 外 側 充 填 室 の 周 方 向 に 間 隔 を あ
け て 複 数 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る グ リ ー ス 充 填 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の グ リ ー ス 充 填 構 造
に お い て 、 前 記 充 填 室 は 、 前 記 環 状 充 填 室 と 前 記 外 側 充 填 室 と が 結 合 す る 結 合 部 分 （ Ｐ １

　 ～ Ｐ ６ 　 ） が 略 同 一 の 幅 （ Ｗ ） と 深 さ （ Ｄ ） で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る グ リ ー
ス 充 填 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ６ の 発 明 は 、 軸 受 （ １ ０ ， １ １ ） の 端 面 に 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ る 軸 受 蓋 で あ っ て 、
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の グ リ ー ス 充 填 構 造 を 備 え る こ と を 特 徴
と す る 軸 受 蓋 （ １ ２ ， １ ３ ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 第 １ 実 施 形 態 ）
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。
図 １ は 、 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 軸 受 蓋 を 備 え る 電 動 機 枠 体 の 断 面 図 で あ る 。
電 動 機 枠 体 １ は 、 電 動 機 を 収 容 す る 部 材 で あ り 、 鉄 道 車 両 の 駆 動 用 電 動 機 （ 主 電 動 機 ） を
収 容 す る 外 枠 な ど で あ る 。 電 動 機 枠 体 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 フ レ ー ム ２ と 、 ブ ラ ケ ッ
ト ３ ， ４ と 、 回 転 軸 ５ と 、 カ ラ ー ６ ～ ９ と 、 軸 受 １ ０ ， １ １ と 、 軸 受 蓋 １ ２ ～ １ ５ な ど か
ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
フ レ ー ム ２ は 、 図 示 し な い 電 動 機 の 固 定 子 を 固 定 し 支 持 す る 部 材 で あ り 、 両 端 部 に フ ラ ン
ジ 部 ２ ａ ， ２ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 ブ ラ ケ ッ ト ３ は 、 フ レ ー ム ２ と 軸 受 蓋 １ ４ と を 連 結 す
る 部 材 で あ り 、 フ ラ ン ジ 部 ２ ａ と 接 合 す る フ ラ ン ジ 部 ３ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 ブ ラ ケ ッ ト
４ は 、 フ レ ー ム ２ と 軸 受 蓋 １ ５ と を 連 結 す る 部 材 で あ り 、 フ ラ ン ジ 部 ２ ｂ と 接 合 す る フ ラ
ン ジ 部 ４ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 回 転 軸 ５ は 、 図 示 し な い 電 動 機 の 回 転 子 を 固 定 し 支 持 す る
部 材 で あ り 、 カ ラ ー ６ ～ ９ は 回 転 軸 ５ の 両 端 部 に 嵌 め 込 ま れ た 円 環 状 の 部 材 で あ る 。 軸 受
１ ０ ， １ １ は 、 回 転 軸 ５ を 回 転 自 在 に 支 持 す る 部 材 で あ り 、 軸 受 １ ０ は 深 溝 玉 軸 受 で あ り
、 軸 受 １ １ は 円 筒 こ ろ 軸 受 で あ る 。 軸 受 １ ０ ， １ １ は 、 転 動 体 １ ０ ａ ， １ １ ａ と 、 こ の 転
動 体 １ ０ ａ ， １ １ ａ を 等 間 隔 に 保 持 す る 保 持 器 １ ０ ｂ ， １ １ ｂ と 、 こ の 保 持 器 １ ０ ｂ ， １
１ ｂ の 外 側 で 回 転 す る 外 輪 １ ０ ｃ ， １ １ ｃ と 、 こ の 保 持 器 １ ０ ｂ ， １ １ ｂ の 内 側 で 回 転 す
る 内 輪 １ ０ ｄ ， １ １ ｄ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ は 、 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 軸 受 蓋 の 平 面 図 で あ り 、 図 ２ （ Ａ ） は 図 １ の Ｉ Ｉ
Ａ 方 向 か ら 見 た 平 面 図 で あ り 、 図 ２ （ Ｂ ） は 図 １ の Ｉ Ｉ Ｂ 方 向 か ら 見 た 平 面 図 で あ り 、 図
２ （ Ｃ ） は 図 １ の Ｉ Ｉ Ｃ 方 向 か ら 見 た 平 面 図 で あ り 、 図 ２ （ Ｄ ） は 図 １ の Ｉ Ｉ Ｄ 方 向 か ら
見 た 平 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 軸 受 蓋 の 外 観 図 で あ り 、 図 ３
（ Ａ ） は 平 面 図 で あ り 、 図 ３ （ Ｂ ） は 図 ３ （ Ａ ） の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ Ｂ 線 で 切 断 し た 状 態 を
示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
軸 受 蓋 １ ２ ～ １ ５ は 、 軸 受 １ ０ ， １ １ の 端 面 に 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ る 部 材 で あ り 、 ア ル ミ
ニ ウ ム 又 は 鉄 な ど か ら な る 鋳 造 品 や 機 械 加 工 品 で あ る 。 軸 受 蓋 １ ２ ， １ ３ は 、 電 動 機 枠 体
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１ の 外 側 に 装 着 さ れ る 端 蓋 で あ り 、 軸 受 蓋 １ ４ ， １ ５ は 電 動 機 枠 体 １ の 内 側 に 装 着 さ れ る
油 き り で あ る 。 軸 受 蓋 １ ２ は 、 軸 受 蓋 １ ４ と の 間 で 軸 受 １ ０ を 挟 み 込 む よ う に ボ ル ト に よ
っ て 軸 受 蓋 １ ４ に 固 定 さ れ て お り 、 軸 受 蓋 １ ３ は 軸 受 １ １ を 挟 み 込 む よ う に ボ ル ト に よ っ
て 軸 受 蓋 １ ５ に 固 定 さ れ て い る 。 軸 受 蓋 １ ２ ， １ ３ は 、 図 ２ （ Ａ ） （ Ｄ ） に 示 す よ う に 、
い ず れ も 略 同 一 の グ リ ー ス 充 填 構 造 を 備 え 、 軸 受 蓋 １ ４ ， １ ５ は 図 ２ （ Ｂ ） （ Ｃ ） に 示 す
よ う に 、 い ず れ も 略 同 一 の グ リ ー ス 充 填 構 造 を 備 え る 。 以 下 で は 、 軸 受 蓋 １ ２ ， １ ４ 側 に
つ い て 説 明 し 、 軸 受 蓋 １ ３ ， １ ５ 側 の 部 分 に つ い て は 軸 受 蓋 １ ２ ， １ ４ 側 の 部 分 と 対 応 す
る 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
軸 受 蓋 １ ２ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 充 填 室 １ ２ ａ と 貫 通 孔 １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ と を 備 え て い る
。 充 填 室 １ ２ ａ は 、 軸 受 １ ０ を 潤 滑 す る た め の グ リ ー ス を 充 填 す る 部 分 で あ り 、 環 状 充 填
室 （ 第 １ グ リ ー ス 室 ） １ ２ ｄ と 、 外 側 充 填 室 （ 第 ２ グ リ ー ス 室 ） １ ２ ｅ と 、 抑 え 部 １ ２ ｆ
と を 有 す る 。 充 填 室 １ ２ ａ は 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 断 面 形 状 が 四 角 形 に 形 成 さ れ て
い る 。 充 填 室 １ ２ ａ は 、 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ と 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ と が 結 合 す る 結 合 部 分 Ｐ １

　 ～ Ｐ ６ 　 が 略 同 一 の 幅 Ｗ と 深 さ Ｄ に な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 充 填 室 １ ２ ａ は 、 例 え
ば 、 図 １ に 示 す 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ の 内 周 面 の 軸 受 １ ０ と 接 触 す る 接 触 部 分 Ｓ か ら 直 径 方 向
及 び 深 さ 方 向 の 距 離 が 略 同 一 と な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
環 状 充 填 室 １ ２ ｄ は 、 外 輪 １ ０ ｃ と 内 輪 １ ０ ｄ と の 間 の 間 隙 部 （ 軸 受 開 口 部 ） に 沿 っ て 形
成 さ れ た 部 分 で あ り 、 図 ３ に 示 す よ う に 貫 通 孔 １ ２ ｂ を 囲 む よ う に 円 環 状 に 形 成 さ れ た 凹
状 の 溝 で あ る 。 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ は 、 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ の 外 側 に 拡 大 し て 形 成 さ れ た 部 分
で あ り 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ と 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ は 、 環 状 充 填 室 １ ２
ｄ に 沿 っ て 形 成 さ れ て お り 、 抑 え 部 １ ２ ｆ が 形 成 さ れ た 部 分 を 除 き こ の 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ
と 略 全 周 で 結 合 す る 凹 状 の 溝 で あ る 。 図 １ 及 び 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 外 側 充 填 室 １ ２
ｅ の 外 径 Ｒ １ 　 は 、 外 輪 １ ０ ｃ の 外 径 Ｒ ２ 　 よ り も 大 き く 形 成 さ れ て い る 。 環 状 充 填 室 １
２ ｄ 及 び 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ は 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 軸 受 １ ０ の 端 面 側 に 開 口 部 １ ２
ｇ を 有 す る 。 抑 え 部 １ ２ ｆ は 、 外 輪 １ ０ ｃ の 端 面 を 抑 え る 部 分 で あ る 。 抑 え 部 １ ２ ｆ は 、
図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ を ６ つ の 領 域 Ａ １ 　 ～ Ａ ６ 　 に 区 画 す る よ う
に 、 こ の 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ の 周 方 向 に 間 隔 を あ け て ６ つ 形 成 さ れ て い る 。 貫 通 孔 １ ２ ｂ は
、 図 １ に 示 す カ ラ ー ６ の 外 周 部 と 嵌 合 す る 嵌 合 孔 で あ り 、 貫 通 孔 １ ２ ｃ は 軸 受 蓋 １ ２ を 軸
受 蓋 １ ４ に 固 定 す る た め の ボ ル ト を 挿 入 す る 挿 入 孔 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
軸 受 蓋 １ ４ は 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 環 状 充 填 室 １ ４ ａ と 抑 え 部 １ ４ ｂ と 貫 通 孔 １ ４
ｃ な ど を 備 え て い る 。 環 状 充 填 室 １ ４ ａ は 、 軸 受 １ ０ を 潤 滑 す る た め の グ リ ー ス を 充 填 す
る 部 分 で あ る 。 環 状 充 填 室 １ ４ ａ は 、 外 輪 １ ０ ｃ と 内 輪 １ ０ ｄ と の 間 の 間 隙 部 に 沿 っ て 形
成 さ れ て お り 、 貫 通 孔 １ ４ ｃ を 囲 む よ う に 円 環 状 に 形 成 さ れ た 凹 部 で あ る 。 図 １ に 示 す よ
う に 、 環 状 充 填 室 １ ４ ａ の 外 径 Ｒ ３ 　 は 、 軸 受 １ ０ の 外 輪 １ ０ ｃ の 内 径 Ｒ ４ 　 よ り も 大 き
く 形 成 さ れ て い る 。 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す 抑 え 部 １ ４ ｂ は 、 軸 受 １ ０ の 外 輪 １ ０ ｃ の 端 面 を 抑
え る 部 分 で あ り 、 貫 通 孔 １ ４ ｃ は 図 １ に 示 す カ ラ ー ７ の 外 周 部 と 嵌 合 す る 嵌 合 孔 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 軸 受 蓋 に は 、 以 下 に 記 載 す る 効 果 が あ る 。
（ １ ） 　 こ の 第 １ 実 施 形 態 で は 、 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ の 外 側 に 拡 大 し て 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ が
形 成 さ れ て お り 、 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ は 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ に 沿 っ て 形 成 さ れ て お り 、 環 状 充
填 室 １ ２ ｄ の 略 全 周 で こ の 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ と 結 合 す る 。 こ の た め 、 図 ７ に 示 す 従 来 の 軸
受 蓋 １ １ ２ に 比 べ て 充 填 室 １ ２ ａ 内 に 充 填 す る グ リ ー ス 量 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。 ま
た 、 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ と 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ と が 接 す る 面 積 が 増 大 す る た め 、 グ リ ー ス 基 油
の 移 動 が 活 発 に な っ て 充 填 室 １ ２ ａ 内 の グ リ ー ス の 総 量 を 有 効 に 使 う こ と が で き る 。 そ の
結 果 、 軸 受 １ ０ の 潤 滑 寿 命 を 延 ば す こ と が で き る と と も に 、 グ リ ー ス の 交 換 時 期 が 延 長 す
る た め メ ン テ ナ ン ス 作 業 な ど を 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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（ ２ ） 　 こ の 第 １ 実 施 形 態 で は 、 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ 及 び 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ は 軸 受 １ ０ の 端
面 側 に 開 口 部 １ ２ ｇ を 有 す る 。 こ の た め 、 従 来 の 軸 受 蓋 の よ う に 充 填 室 の 軸 受 側 側 面 に 軸
受 の 端 面 を 抑 え る 環 状 の 隔 壁 を 形 成 す る 場 合 に 比 べ て 、 構 造 が 簡 単 に な り 軸 受 蓋 １ ２ ～ １
５ を 簡 単 に 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ ３ ） 　 こ の 第 １ 実 施 形 態 で は 、 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ の 外 径 Ｒ １ 　 は 、 外 輪 １ ０ ｃ の 外 径 Ｒ

２ 　 よ り も 大 き く 形 成 さ れ て お り 、 こ の 外 輪 １ ０ ｃ の 端 面 を 抑 え る 抑 え 部 １ ２ ｆ を 充 填 室
１ ２ ａ が 有 す る 。 こ の た め 、 充 填 室 １ ２ ａ 内 に 充 填 す る グ リ ー ス 量 を 増 加 さ せ る と と も に
、 抑 え 部 １ ２ ｆ に よ っ て 充 填 室 １ ２ ａ 内 に 軸 受 １ ０ が 落 ち 込 む の を 防 止 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ ４ ） 　 こ の 第 １ 実 施 形 態 で は 、 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ を 複 数 の 領 域 Ａ １ 　 ～ Ａ ６ 　 に 区 画 す
る よ う に 、 こ の 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ の 周 方 向 に 間 隔 を あ け て 抑 え 部 １ ２ ｆ が 複 数 形 成 さ れ て
い る 。 こ の た め 、 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ 内 に 充 填 さ れ た グ リ ー ス が 位 置 決 め さ れ て こ の グ リ ー
ス の 位 置 ず れ を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ ５ ） 　 こ の 第 １ 実 施 形 態 で は 、 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ と 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ と が 結 合 す る 結 合
部 分 Ｐ １ 　 ～ Ｐ ６ 　 が 略 同 一 の 幅 Ｗ と 深 さ Ｄ で 形 成 さ れ て い る 。 そ の 結 果 、 充 填 室 １ ２ ａ
が 直 径 方 向 及 び 深 さ 方 向 の い ず れ か 一 方 に 片 寄 る こ と な く 略 同 等 に 拡 大 す る た め 、 充 填 室
１ ２ ａ か ら の グ リ ー ス 基 油 の 移 動 が 活 発 に な り 、 軸 受 １ ０ の 寿 命 を 延 ば す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 実 施 例 】
次 に 、 こ の 発 明 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
図 ４ は 、 こ の 発 明 の 実 施 例 に 係 る 軸 受 蓋 の 外 観 図 で あ り 、 図 ４ （ Ａ ） は 基 本 型 の 外 観 図 で
あ り 、 図 ４ （ Ｂ ） は 実 施 例 １ ， ２ の 外 観 図 で あ り 、 図 ４ （ Ｃ ） は 実 施 例 ３ ， ４ の 外 観 図 で
あ り 、 図 ４ （ Ｄ ） は 実 施 例 ５ ， ６ の 外 観 図 で あ り 、 図 ４ （ Ｅ ） は 実 施 例 ７ ， ８ の 外 観 図 で
あ る 。 な お 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 す 基 本 型 の 充 填 室 は 、 図 ７ に 示 す 従 来 の 軸 受 蓋 １ １ ２ の 充 填
室 と 同 一 構 造 で あ る 。
一 般 に 、 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ の 構 造 が 異 な る 場 合 に は 、 封 入 さ れ た グ リ ー ス の 挙 動 も 異 な る
こ と が 知 ら れ て い る 。 そ こ で 、 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ の 形 状 と こ の 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ に 充 填 さ
れ た グ リ ー ス の 基 油 の 移 動 し や す さ と の 関 係 を 調 査 す る た め に 、 小 型 の 試 験 軸 受 （ 玉 軸 受
６ ２ ０ ６ ） に 合 わ せ て ア ル ミ ニ ウ ム 製 の 小 型 の 軸 受 蓋 モ デ ル （ 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ８ ） を 設
計 し 製 作 し た 。 但 し 、 こ れ ら の 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ８ に は 、 図 ７ に 示 す 抑 え 部 １ １ ２ ｆ に 対
応 す る 抑 え 部 が 設 け ら れ て い な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ 実 施 例 １ ， ２ ）
実 施 例 １ ， ２ は 、 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ に 対 す る 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ の 結 合 角 度 を 変 化 さ せ た 実
施 例 で あ る 。 実 施 例 １ は 、 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ の 外 周 部 接 線 上 に 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ を 結 合 さ
せ た 実 施 例 で あ り 、 実 施 例 ２ は 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ の 外 周 部 に 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ を 水 平 に 結
合 さ せ た 実 施 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ 実 施 例 ３ ， ４ ）
実 施 例 ３ ， ４ は 、 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ か ら 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ に 通 じ る 油 道 の 数 を 変 化 さ せ た
実 施 例 で あ り 、 実 施 例 ３ は 油 道 の 数 が 両 側 に 各 ２ 本 （ 合 計 ４ 本 ） の 実 施 例 で あ り 、 実 施 例
４ は 油 道 の 数 が 片 側 １ 本 の 実 施 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ 実 施 例 ５ ， ６ ）
実 施 例 ５ ， ６ は 、 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ の 直 径 方 向 の 幅 を 変 化 さ せ た 実 施 例 で あ り 、 実 施 例 ５
は 、 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ の 幅 を １ ／ ２ に し た 実 施 例 で あ り 、 実 施 例 ６ は 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ の
幅 を ２ 倍 に し た 実 施 例 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
（ 実 施 例 ７ ， ８ ）
実 施 例 ７ ， ８ は 、 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ の 方 向 を 変 化 さ せ た 実 施 例 で あ り 、 実 施 例 ７ は 外 側 充
填 室 １ ２ ｅ を 上 向 き に し た 実 施 例 で あ り 、 実 施 例 ８ は 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ を 下 向 き に し た 実
施 例 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
実 施 例 １ ～ ８ で は 、 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ に つ い て は 容 積 と 形 状 と が 同 一 で あ る が 、 外 側 充 填
室 １ ２ ｅ に つ い て は 容 積 を 同 一 に し て 形 状 の み を 変 化 さ せ た 。 図 ４ （ Ｂ ） ～ 図 ４ （ Ｅ ） で
は 、 グ リ ー ス 基 油 の 動 き 易 さ の 観 点 か ら 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 す 基 本 型 の 軸 受 蓋 に 比 べ て 優 れ
て い る と 考 え ら れ る 実 施 例 を 上 段 に 示 し 、 劣 っ て い る と 考 え ら れ る も の を 下 段 に 示 し て い
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 に 、 ト レ ー サ 入 り の グ リ ー ス を 用 い て グ リ ー ス 基 油 の 挙 動 試 験 を 実 施 し 、 外 側 充 填 室 １
２ ｅ の 形 状 に よ る 影 響 に つ い て 検 討 し た 。 先 ず 、 実 施 例 １ ～ ８ の 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ に は 現
行 グ リ ー ス （ ち ょ う 度 ２ ） を 封 入 し 、 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ に は ト レ ー サ を 混 入 し た 現 行 グ リ
ー ス を 充 填 し て 、 開 口 部 １ ２ ｇ が 地 面 に 対 し て 垂 直 に な る よ う に 立 て 、 温 度 １ ０ ０ ° Ｃ で
１ ０ ０ 時 間 の 静 置 試 験 を 行 っ た 。 そ の 後 、 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ 内 の ト レ ー サ 入 り の グ リ ー ス
基 油 が 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ 内 に ど れ だ け 移 動 し た か 評 価 す る た め に 、 図 ４ に 示 す よ う に 環 状
充 填 室 １ ２ ｄ 上 の ８ 箇 所 の 測 定 箇 所 で ト レ ー サ 濃 度 を 分 析 し た 。 な お 、 実 施 例 ７ ， ８ に つ
い て は 、 ト レ ー サ 濃 度 測 定 時 に 方 向 を 揃 え て 測 定 し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ５ は 、 こ の 発 明 の 実 施 例 に 係 る 軸 受 蓋 の ト レ ー サ 濃 度 の 測 定 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ り 、
図 ５ （ Ａ ） は 実 施 例 １ ， ２ の 測 定 結 果 で あ り 、 図 ５ （ Ｂ ） は 実 施 例 ３ ， ４ の 測 定 結 果 で あ
り 、 図 ５ （ Ｃ ） は 実 施 例 ５ ， ６ の 測 定 結 果 で あ り 、 図 ５ （ Ｄ ） は 実 施 例 ４ ， ７ ， ８ の 測 定
結 果 で あ る 。
実 施 例 １ ， ２ に つ い て は 、 図 ５ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ 全 体 に お い て ト レ
ー サ 濃 度 分 布 に 大 き な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。 実 施 例 １ に つ い て は 、 基 本 型 に 比 べ て グ リ
ー ス 基 油 の 移 動 が や や 優 れ て い る よ う に 見 え る が 、 基 本 型 と の 差 は 小 さ か っ た 。 実 施 例 ３
， ４ に つ い て は 、 図 ５ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 基 本 型 に 比 べ て 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ に 近 い 部 分
で は 部 分 的 に ト レ ー サ 濃 度 分 布 に 変 化 が 見 ら れ る が 、 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ 全 体 に お い て ト レ
ー サ 濃 度 分 布 に 大 き な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。 実 施 例 ５ ， ６ に つ い て は 、 図 ５ （ Ｃ ） に 示
す よ う に 、 グ リ ー ス 濃 度 分 布 に 大 き な 変 化 が 見 ら れ た 。 実 施 例 ５ に つ い て は 、 環 状 充 填 室
１ ２ ｄ に 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ が 接 す る 部 分 が 大 き い た め 、 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ 全 体 と し て 平 均
的 に ト レ ー サ 濃 度 分 布 に 変 化 が 起 き て い る 。 一 方 、 実 施 例 ６ に つ い て は 、 環 状 充 填 室 １ ２
ｄ に 最 も 近 い ２ 点 （ ０ ° ， １ ８ ０ ° ） 以 外 の 部 分 で は ト レ ー サ 濃 度 分 布 の 変 化 が 少 な か っ
た 。 実 施 例 ７ ， ８ に つ い て は 、 図 ５ （ Ｄ ） に 示 す よ う に 、 実 施 例 ７ （ 上 向 き ） 、 実 施 例 ４
（ 横 向 き ） 、 実 施 例 ８ （ 下 向 き ） の 順 に グ リ ー ス 基 油 の 移 動 が 活 発 で あ っ た が 、 環 状 充 填
室 １ ２ ｄ 全 体 と し て は グ リ ー ス 濃 度 分 布 に 大 き な 差 が 見 ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
以 上 の 結 果 、 グ リ ー ス 基 油 は 、 封 入 当 初 か ら 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ と 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ と の 間
で 活 発 に 移 動 し て お り 、 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ と 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ と が 接 す る 面 積 が 大 き い ほ
ど グ リ ー ス 基 油 が 移 動 す る 程 度 も 大 き く な る こ と が 確 認 さ れ た 。 こ の た め 、 外 側 充 填 室 １
２ ｅ と 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ と は 部 分 的 に 結 合 さ せ る よ り も 、 図 ３ に 示 す 軸 受 蓋 １ ２ の よ う に
外 側 充 填 室 １ ２ ｅ と 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ と を で き る だ け 広 い 面 積 で 結 合 さ せ る こ と が 望 ま し
い と 考 え ら れ る 。 こ の 場 合 に は 、 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ と 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ と の 結 合 部 分 の 中
心 角 の 合 計 が 全 周 に 近 い ほ ど グ リ ー ス 基 油 の 移 動 が 活 発 に な る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 従 来
の 軸 受 蓋 で は 、 充 填 室 の 一 部 又 は 全 部 で 軸 受 の 外 輪 の 内 径 よ り も 充 填 室 の 外 径 を 同 一 又 は
小 さ く し て い る が 、 外 輪 １ ０ ｃ の 外 径 Ｒ ２ 　 よ り も 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ の 外 径 Ｒ １ 　 が 大 き
く て も グ リ ー ス 基 油 が 十 分 に 移 動 す る こ と が 実 施 例 ５ の 測 定 結 果 か ら 確 認 さ れ た 。 さ ら に
、 従 来 、 重 力 の 方 向 に グ リ ー ス 基 油 が 移 動 し や す い と 考 え ら れ て い た が 、 実 施 例 ７ ， ８ の
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測 定 結 果 か ら グ リ ー ス 基 油 の 移 動 に 重 力 の 影 響 が 少 な い こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ 第 ２ 実 施 形 態 ）
図 ６ は 、 こ の 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 軸 受 蓋 の 外 観 図 で あ り 、 図 ６ （ Ａ ） は 平 面 図 で あ
り 、 図 ６ （ Ｂ ） は 図 ６ （ Ａ ） の Ｖ Ｉ － Ｖ Ｉ Ｂ 線 で 切 断 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ６
で は 、 図 ３ に 示 す 部 分 と 同 一 の 部 分 に つ い て は 、 同 一 の 番 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 す
る 。
こ の 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ と 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ と の 境 界 Ｌ に 沿 っ て 、 こ の
外 側 充 填 室 １ ２ ｅ の 周 方 向 に 間 隔 を あ け て 抑 え 部 １ ２ ｆ が ６ つ 形 成 さ れ て い る 。 こ の 第 ２
実 施 形 態 で は 、 抑 え 部 １ ２ ｆ が 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ の 外 周 部 と 分 離 し て 薄 板 状 に 形 成 さ れ て
い る た め 、 第 １ 実 施 形 態 に 比 べ て 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ 内 に グ リ ー ス を よ り 一 層 多 く 充 填 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ 側 か ら 、 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ に グ リ ー ス が 落 下 す る
の を 抑 え 部 １ ２ ｆ が 防 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ 他 の 実 施 形 態 ）
こ の 発 明 は 、 以 上 説 明 し た 実 施 形 態 に 限 定 す る も の で は な く 、 以 下 に 記 載 す る よ う に 種 々
の 変 形 又 は 変 更 が 可 能 で あ り 、 こ れ ら も こ の 発 明 の 範 囲 内 で あ る 。
（ １ ） 　 こ の 実 施 形 態 で は 、 鉄 道 車 両 の 主 電 動 機 の 回 転 軸 ５ を 支 持 す る 軸 受 １ ０ ， １ １ を
例 に 挙 げ て 説 明 し た が こ れ に 限 定 す る も の で は な く 、 こ の 発 明 は 軸 受 一 般 に 適 用 す る こ と
が で き る 。 ま た 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 軸 受 蓋 １ ２ ， １ ３ 側 の グ リ ー ス 充 填 構 造 を 例 に 挙 げ
て 説 明 し た が 、 軸 受 蓋 １ ４ ， １ ５ 側 に つ い て も こ の 発 明 を 適 用 す る こ と が で き る 。 さ ら に
、 こ の 実 施 形 態 で は 、 環 状 充 填 室 １ ２ ｄ と 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ と の 結 合 部 分 Ｐ １ 　 ～ Ｐ ６ 　

の 幅 Ｗ 及 び 深 さ Ｄ を 同 一 に し た 場 合 を 例 に 挙 げ て 説 明 し た が 、 構 造 上 の 制 約 を 受 け な い 場
合 に は い ず れ か 一 方 を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ ２ ） 　 こ の 実 施 形 態 で は 、 充 填 室 １ ２ ａ の 断 面 形 状 が 四 角 形 で あ る 場 合 を 例 に 挙 げ て 説
明 し た が 、 断 面 形 状 を Ｕ 字 状 や 半 円 状 に 形 成 し て も よ い 。 ま た 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 環 状
充 填 室 １ ２ ｄ と 外 側 充 填 室 １ ２ ｅ と を 可 能 な 限 り 全 周 で 結 合 し て い る が 、 構 造 上 の 制 約 な
ど に よ っ て 両 者 が 分 断 さ れ る 場 合 に は こ れ ら を 接 続 す る 通 路 を 形 成 し こ の 通 路 の 断 面 積 を
可 能 な 限 り 大 き く す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 発 明 に よ る と 、 充 填 室 内 の グ リ ー ス を 有 効 に 利 用 し て 潤 滑 寿 命
を 延 ば す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 軸 受 蓋 を 備 え る 電 動 機 枠 体 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 軸 受 蓋 の 平 面 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 図 １ の Ｉ Ｉ Ａ 方
向 か ら 見 た 平 面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 図 １ の Ｉ Ｉ Ｂ 方 向 か ら 見 た 平 面 図 で あ り 、 （ Ｃ ） は 図
１ の Ｉ Ｉ Ｃ 方 向 か ら 見 た 平 面 図 で あ り 、 （ Ｄ ） は 図 １ の Ｉ Ｉ Ｄ 方 向 か ら 見 た 平 面 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 軸 受 蓋 の 外 観 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 平 面 図 で あ り 、
（ Ｂ ） は （ Ａ ） の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ Ｂ 線 で 切 断 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 に 係 る 軸 受 蓋 の 外 観 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 基 本 型 の 外 観 図 で あ り
、 （ Ｂ ） は 実 施 例 １ ， ２ の 外 観 図 で あ り 、 （ Ｃ ） は 実 施 例 ３ ， ４ の 外 観 図 で あ り 、 （ Ｄ ）
は 実 施 例 ５ ， ６ の 外 観 図 で あ り 、 （ Ｅ ） は 実 施 例 ７ ， ８ の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 に 係 る 軸 受 蓋 の ト レ ー サ 濃 度 の 測 定 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ り 、
（ Ａ ） は 実 施 例 １ ， ２ の 測 定 結 果 で あ り 、 （ Ｂ ） は 実 施 例 ３ ， ４ の 測 定 結 果 で あ り 、 （ Ｃ
） は 実 施 例 ５ ， ６ の 測 定 結 果 で あ り 、 （ Ｄ ） は 実 施 例 ４ ， ７ ， ８ の 測 定 結 果 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 軸 受 蓋 の 外 観 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 平 面 図 で あ り 、
（ Ｂ ） は （ Ａ ） の Ｖ Ｉ － Ｖ Ｉ Ｂ 線 で 切 断 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ７ 】 従 来 の 軸 受 蓋 の 外 観 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 平 面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） の Ｖ Ｉ Ｉ
－ Ｖ Ｉ Ｉ Ｂ 線 で 切 断 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 電 動 機 枠 体
１ ０ ， １ １ 　 軸 受
１ ０ ｃ ， １ １ ｃ 　 外 輪
１ ０ ｄ ， １ １ ｄ 　 内 輪
１ ２ ～ １ ５ 　 軸 受 蓋
１ ２ ａ 　 充 填 室
１ ２ ｄ 　 環 状 充 填 室
１ ２ ｅ 　 外 側 充 填 室
１ ２ ｆ 　 抑 え 部
１ ２ ｇ 　 開 口 部
Ｒ １ 　 　 外 側 充 填 室 の 外 径
Ｒ ２ 　 　 外 輪 の 外 径
Ｒ ３ 　 　 環 状 充 填 室 の 外 径
Ｒ ４ 　 　 外 輪 の 内 径
Ａ １ 　 ～ Ａ ６ 　 　 領 域
Ｐ １ 　 ～ Ｐ ６ 　 　 結 合 部 分
Ｗ 　 幅
Ｄ 　 深 さ
Ｌ 　 境 界
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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